
1210あかりんアワー 教員が研究の楽しさを語る 

 第86回（12/9）中川裕先生 推薦ブックガイド 
※掲載されている本はL棟2階 あかりんアワーのコーナーに配架されます。 

Book1 

語り合うことばの力 : カムイたちと生きる世界 
著者：中川裕著 出版社：岩波書店 
コメント：文字の無い社会の知識と知恵の豊かさ、すなわち文字を介さず
に言葉を語りあい聞きあうということで成り立っている文化が、一般に考えら
れているよりはるかに豊穣なものであるということを、かつてのアイヌ人の言
語生活を概説しながら論じたもの。 
 

Book2 

カムイユカラを聞いてアイヌ語を学ぶ 
著者：中川裕、 中本ムツ子著 出版社：白水社 
コメント：アイヌ民族に伝承される言葉遊び、なぞなぞ、歌、そしてカムイユ
カラ「神謡」と呼ばれる神々の物語をテキストとして、アイヌ語の文法と表現
法を学ぶ学習教材。北海道と背地方のアイヌ語を伝える中本ムツ子氏に
よるＣＤ付。 
 

Book3 

日本語の隣人たち 
著者：中川裕監修 出版社：白水社 
コメント：ニヴフ語、ホジェン語、イテリメン語、ユカギール語といった、名前
も聞いたことが無いが、実は日本のすぐ近くで話されている８つの言語を、
現地で調査している研究者がわかりやすく解説。ＣＤで音声も聞ける。8
人の著者のうち4人は千葉大学出身。 
 

Book4 

日本語の隣人たちⅡ 
著者：中川裕監修・小野智香子編 出版社：白水社 
コメント：『日本語の隣人たち』の続編として、前作とは異なる日本語の
隣人言語８つを紹介。樺太アイヌ語は千葉大出身のアイヌ人研究者が、
オイラトモンゴル語は現役の人文社会科学研究科院生が執筆。編者も
千葉大出身の言語学者。 


